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○
規
　
　
　
　
　
則

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
一
号

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　
　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　
　
　
正
す
る
規
則

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県

規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ

ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
八
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
研
修
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
訓
練
」
を
加
え
る
。

　

第
九
条
第
三
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
九
条
の
二　

条
例
第
二
十
九
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話

　
　

装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

　
　

結
果
に
つ
い
て
、
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
職
員
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施

　
　

す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
は

同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
八
条
第
三
号
の
改
正
規
定
及
び
第
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
令
和

六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日



令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外

二

（
規
則
）

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
二
号 

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

　
　
　
を
改
正
す
る
規
則

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大

分
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条　

削
除

　

第
四
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下

「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
八
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
研
修
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
訓
練
」
を
加
え
る
。

　

第
九
条
第
三
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
二
章
中
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
九
条
の
二　

条
例
第
三
十
二
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ

　
　

電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、

　
　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た

　
　

め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
一
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
中
「
第
三
条
、
第
五
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
」
を
「
第
五
条
及
び
第
八
条
か
ら
第
九
条
の
二

ま
で
」
に
改
め
、
「
、
第
三
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七

条
」
と
」
を
削
り
、
「
条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
二
中
「
第
三
十
二
条
の

二
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
二
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
十
五
条
中
「
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
八
条
及
び
第
九
条
」
を
「
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
八
条

か
ら
第
九
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
「
、
第
三
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
条
例
第
七
条
」
と
」
を
削
り
、
「
条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
二
中
「
第

三
十
二
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
二
条
の
二
」
と
」
を
加
え

る
。

　

第
十
七
条
中
「
第
三
条
、
」
及
び
「
、
第
三
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準

用
す
る
条
例
第
七
条
」
と
」
を
削
り
、
「
条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
二
中

「
第
三
十
二
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
二
条
の
二
」
と
」
を

加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
は

同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
八
条
第
三
号
の
改
正
規
定
、
第
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
十
二

条
の
改
正
規
定
（
「
、
第
三
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七

条
」
と
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
十
五
条
の
改
正
規
定
（
「
、
第
三
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七
条
」
と
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
十
七
条
の
改
正
規

定
（
「
第
三
条
、
」
及
び
「
、
第
三
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条

例
第
七
条
」
と
」
を
削
る
部
分
を
除
く
。
）
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
三
号 

　
　
　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　
　
　
正
す
る
規
則

　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外

三

（
規
則
）

大
分
県
規
則
第
十
四
号

　
　
　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　
　
　
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
第
五
十
一
条
」
を
「
第
五
十
一
条
の
二
」
に
、
「
第
七
十
三
条
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
」
に

改
め
る
。

　

第
七
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

　

（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
七
条
の
二　

条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討

　
　

す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い

　
　

う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る

　
　

と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備

　
　

す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の

　
　

防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
七
条
の
三　

条
例
第
四
十
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ

　
　

電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、

　
　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を

　
　

定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
八
条
の
二
中
「
条
例
第
三
十
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
四
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十

条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
三
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下

「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
九
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
研
修
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
訓
練
」
を
加
え
る
。

　

第
十
条
第
三
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
条
の
二　

条
例
第
三
十
四
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話

　
　

装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

　
　

結
果
に
つ
い
て
、
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
職
員
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施

　
　

す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
四
条
中
「
、
第
九
条
及
び
第
十
条
」
を
「
及
び
第
九
条
か
ら
第
十
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
、
「
条
例

第
三
十
四
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
条
の
二
中
「
第
三
十
四
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
四
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
は

同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
九
条
第
三
号
の
改
正
規
定
、
第
十
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
十

四
条
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　



令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外

四

（
規
則
）

「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え

る
。

　

第
二
十
五
条
第
二
項
第
四
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

四　

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
療
養
上
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

　
　

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
若
し
く
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か

　
　

ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
居
宅
サ
ー

　
　

ビ
ス
計
画
の
作
成
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
必
要
な
情
報
提
供
又
は
助
言
を
行
う
。

　

五　

前
号
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
又
は
助

　
　

言
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

　
　

ら
な
い
。

　

六　

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
参
加
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
つ
い
て

　
　

は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
、
情
報
提
供
又
は

　
　

助
言
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

条
例
第
九
十
六
条
第
三
項
の
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、
利
用

　
　

者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、
妥
当
適
切

　
　

に
行
う
。

　

二　

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又

　
　

は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行

　
　

う
。

　

三　

常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用

　
　

者
に
対
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

四　

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
提
供
し
た
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
、
速
や
か

　
　

に
診
療
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
報
告
す
る
。

　

第
二
十
六
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
二
十
八
条
中
「
第
四
条
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
及
び
第
七
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
、
第
四
条
第

一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の

二
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
十
条
中
「
条
例
第
三
十
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
五
条
中
「
第
四
条
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
及
び
第
七
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
」
を

「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
条
第
一
項
」

に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は

「
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
十
六
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
四
条
、
第
七
条
の
二
、
第
七
条
の
三
及
び
」
に
改
め
、
「
こ
の
場

合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業

者
」
と
」
を
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
十
八
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
二
十
条
中
「
第
四
条
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
及
び
第
七
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
」
を

「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
等
」
と
、
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
に

お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
四
条
の
二
」
と
あ
る
の
は

「
第
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
四
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
一
条
第
五
号
中
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
利
用
者

等
」
と
い
う
。
）
が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
二
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
二
十
四
条
中
「
第
四
条
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
及
び
第
七
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚

士
」
と
、
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条

第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
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（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
四
十
三
条
の
二　

条
例
第
百
四
十
五
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た

　
　

め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

　
　

る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

　
　

テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た

　
　

め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
い
て
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
に

　
　

対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
五
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
四
条
、
第
七
条
の
三
及
び
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」

の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例

第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
九
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
九
章
第
一
節
中
第
五
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
準
用
）

第
五
十
一
条
の
二　

第
七
条
の
三
及
び
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に

　

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六

　

十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員

　

等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
二
条
の
二
中
「
第
百
十
二
条
第
二
項
」

　

と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び

　

第
三
号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

　

す
る
。

　

第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
四
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十
一　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
五
十
六
条
の
二
中
「
第
四
十
七
条
か
ら
」
を
「
第
七
条
の
三
、
第
三
十
二
条
の
二
及
び
第
四
十
七
条
か

　

第
三
十
二
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十
一　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
二
条
の
二　

条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討

　
　

す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
お
お
む
ね

　
　

六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
通
所
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

　
　

る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備

　
　

す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
通
所
介
護
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延

　
　

の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
四
条
中
「
第
四
条
」
の
下
に
「
及
び
第
七
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第

一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護

員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
三
十
五
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
四
条
、
第
七
条
の
三
及
び
」
に
、
「
第
四
条
中
」
を
「
第
四
条

第
一
項
中
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介

護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業
者
」
と
」
を
、
「
条
例
第
百
八
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第

三
十
二
条
の
二
中
「
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
六
条
で
準
用
す
る
条
例
第
百
十
二
条
第

二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
通
所
介
護
従
業

者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
一
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
四
条
、
第
七
条
の
三
及
び
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」

の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例

第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介
護
従
業

者
」
と
」
を
、
「
条
例
第
百
八
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
三
十
二
条
の
二
中
「
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
三
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
四
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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ら
」
に
改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
八
十
二
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
短

期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
三
十
二
条
の
二
中
「
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
八
十
二
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号

中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
五
十
八
条
中
「
第
四
十
七
条
か
ら
」
を
「
第
七
条
の
三
、
第
三
十
二
条
の
二
及
び
第
四
十
七
条
か
ら
」

に
改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員

等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
二
条
の
二
中
「
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三

号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
六
十
一
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
六
十
四
条
中
「
第
四
十
七
条
の
」
を
「
第
七
条
の
三
、
第
四
十
三
条
の
二
及
び
第
四
十
七
条
の
」
に
改

め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
二

百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」

と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
十
三
条
の
二
中
「
第
百
四
十
五
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
条
例
第
二
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
五
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号

中
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
」
を
加
え

る
。

　

第
六
十
六
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
十
一
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
七
十
二
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
一
章
第
一
節
中
第
七
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
準
用
）

第
七
十
三
条
の
二　

第
七
条
の
三
及
び
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の

　

事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は

　

「
第
二
百
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪

　

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
三
十
二
条
の
二
中
「
第
百
十
二
条
第
二
項
」

　

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及

　

び
第
三
号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
七
十
六
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十
一　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
十
八
条
中
「
第
七
十
一
条
及
び
」
を
「
第
七
条
の
三
、
第
三
十
二
条
の
二
、
第
七
十
一
条
及
び
」
に

改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第

二
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護

員
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
特
定
施
設
の
従
業
者
」
と
、
第
三
十
二
条
の
二
中
「
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第

三
号
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
特
定
施
設
の
従
業
者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
八
十
二
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
八
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
八
十
二
条
の
二　

条
例
第
二
百
六
十
一
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す

　

る
。

　

一　

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を

　
　

検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
お
お

　
　

む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
周
知

　
　

徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を

　
　

整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及

　
　

び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
八
十
四
条
中
「
第
四
条
」
の
下
に
「
及
び
第
七
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第

一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
百
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問

介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
八
十
五
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
四
条
、
第
七
条
の
三
及
び
」
に
改
め
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」

の
下
に
「
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条

例
第
四
十
条
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
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相
談
員
」
と
」
を
、
「
条
例
第
二
百
五
十
八
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
八
十
二
条
の
二
中
「
第
二
百
六
十
一

条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
百
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
百
六
十
一
条
第
六
項
」

と
」
を
加
え
る
。

　

第
九
十
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
四
条
、
第
七
条
の
二
、
第
七
条
の
三
及
び
」
に
改
め
、
「
こ
の
場

合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
」
と
」
を
、
「
条
例
第
九
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
七
条
の
二
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「
条
例
第
二
百
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
三
条
第
三
項
」
と
、
第
七
条
の
三
中
「
第
四
十

条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
二
百
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え

る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規

定
、
第
八
条
の
二
、
第
十
条
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
八
条
の
改

正
規
定
、
第
三
十
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
及
び
第
四
十
一
条

の
改
正
規
定
、
第
四
十
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
四
十
五
条
の
改
正
規
定
、
第
五
十
一
条

の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
五
十
六
条
の
二
、
第
五
十
八
条
及
び
第
六
十
四
条
の
改
正
規
定
、
第

七
十
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
七
十
八
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
二
条
の
次
に
一
条
を
加

え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
八
十
四
条
、
第
八
十
五
条
及
び
第
九
十
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
五
号 

　
　
　

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行

　
　
　
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成

二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
を
「
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四

号
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

　

第
六
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下

「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
九
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
研
修
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
訓
練
」
を
加
え
る
。

　

第
十
一
条
第
三
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
一
条
の
二　

条
例
第
四
十
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ

　
　

ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も

　
　

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の

　
　

た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
四
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
五
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
六
条
中
「
条
例
第
四
十
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
二
中
「
第
四
十
条
の
二
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
十
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
十
条
第
三
号
の
改
正
規
定
、
第
十
一
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び

第
十
六
条
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
六
号

　
　
　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
　
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条　

削
除

　

第
五
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三

十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下

「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
一
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
二
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
研
修
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
訓
練
」
を
加
え
る
。

　

第
十
三
条
第
三
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
の
二　

条
例
第
三
十
九
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電

　
　

話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

　
　

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め

　
　

の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
五
条
第
五
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第

三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
七
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
八
条
中
「
条
例
第
三
十
九
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
中
「
第
三
十
九
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
九
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
十
二
条
第
三
号
の
改
正
規
定
、
第
十
三
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及

び
第
十
八
条
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
七
号

　
　
　

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行

　
　
　
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成

二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二　

削
除

　

第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下

「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
一
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
研
修
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
訓
練
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
第
三
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。



令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外

九

（
規
則
）

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
二
条
の
二　

条
例
第
三
十
八
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ

　
　

レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も

　
　

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止

　
　

の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
七
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
八
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
九
条
中
「
条
例
第
三
十
八
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
の
二
中
「
第
三
十
八
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
八
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

附
則
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
十
一
条
第
三
号
の
改
正
規
定
、
第
十
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及

び
第
十
九
条
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
八
号

　
　
　

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

　
　
　
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
三
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

　

（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
の
二　

条
例
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め

　
　

の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装

　
　

置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以

　
　

上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図

　
　

る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め

　
　

の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
対

　
　

し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
の
三　

条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委

　
　

員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す

　
　

る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ

　
　

と
。

　

三　

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
対

　
　

し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
七
条
中
「
条
例
第
五
十
六
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
中
「
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
、
第
十
三
条
の
三
中

「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の

二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
十
八
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
二
十
条
中
「
第
十
一
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条



令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外

一
〇

（
規
則
）

　
　

は
助
言
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

　
　

ば
な
ら
な
い
。

　

六　

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
参
加
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
つ
い
て

　
　

は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
、
情
報
提
供

　
　

又
は
助
言
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

条
例
第
九
十
七
条
第
三
項
の
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と

　

す
る
。

　

一　

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
に
基
づ

　
　

き
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、

　
　

妥
当
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

　

二　

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、

　
　

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は

　
　

説
明
を
行
う
。

　

三　

常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用

　
　

者
に
対
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

　

四　

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容
に
つ
い

　
　

て
、
速
や
か
に
診
療
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
三
十
九
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
三
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
九
条
の
二　

条
例
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の

　
　

防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

　
　

の
と
す
る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予

　
　

防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の

　
　

防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
　

ー
シ
ョ
ン
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的

　
　

に
実
施
す
る
こ
と
。

第
一
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
等
」
と
、

第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
五
十
二
条
の
二
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
中
「
第

五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
三
第
三

項
」
と
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る

条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
二
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
二
十
四
条
中
「
第
十
一
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同

条
第
一
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
五
十
二
条
の
二
」

と
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
中
「
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の

は
「
第
八
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
構
成
さ
れ
る
会
議
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
利
用
者
等
」
と
い

う
。
）
が
参
加
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
の
活
用
に
つ
い
て
当
該
利
用
者
等
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
六
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
二
十
八
条
中
「
第
十
一
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同

条
第
一
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
、
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
五
十
二
条
の
二
」
と
」
の
下

に
「
、
第
十
三
条
の
二
中
「
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る

条
例
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
九

十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
九
条
第
二
項
第
四
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

四　

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
療
養
上
適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

　
　

が
提
供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
介
護
予
防

　
　

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

　
　

業
者
に
対
し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
必
要
な
情
報
提

　
　

供
又
は
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　

五　

前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提
供
又
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）

　

第
四
十
一
条
中
「
第
十
一
条
の
二
の
」
を
「
第
十
一
条
の
二
及
び
第
十
三
条
の
三
の
」
に
改
め
、
「
条
例

第
五
十
二
条
の
二
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予

防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
」
を
加
え

る
。

　

第
四
十
四
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
百
二
十
二
条
の
四
」
を
「
第
百
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改

め
、
同
号
ロ
中
「
第
百
二
十
二
条
の
四
」
を
「
第
百
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」

に
改
め
る
。

　

第
四
十
七
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
四
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
四
十
八
条
の
二　

条
例
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す

　

る
。

　

一　

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

　
　

た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

　
　

る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
短
期

　
　

入
所
生
活
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

　
　

た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業

　
　

者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ

　
　

と
。

　

第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
準
用
）

第
四
十
九
条
の
二　

第
十
三
条
の
三
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
お
い
て
準

　

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四

　

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予

　

防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も

　

の
と
す
る
。

　

第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
百
二
十
二
条
の
四
」
を
「
第
百
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改

め
、
同
号
ロ
中
「
第
百
二
十
二
条
の
四
」
を
「
第
百
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」

に
改
め
る
。

　

第
五
十
三
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十
一　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
五
十
五
条
の
二
中
「
第
四
十
五
条
か
ら
」
を
「
第
十
三
条
の
三
及
び
第
四
十
五
条
か
ら
」
に
改
め
、

「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

六
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介

護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る

従
業
者
（
以
下
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
」
と
」
を
、
「
条
例
第
百

四
十
一
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
中
「
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

六
十
六
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中

「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
共
生
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業

者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
五
十
七
条
中
「
第
四
十
五
条
か
ら
」
を
「
第
十
三
条
の
三
及
び
第
四
十
五
条
か
ら
」
に
改
め
、
「
こ
の

場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問

入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
」
を
、
「
条
例
第
百
四
十

一
条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
中
「
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
五
十
九
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
六
十
二
条
中
「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
十
三
条
の
三
、
第
三
十
九
条
の
二
及
び
第
四
十
五
条
」
に
、

「
同
条
」
を
「
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
三
条
の
三
に
お
い

て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
九
条
の
二
中
「
第
百
二
十

三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
二
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同

条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
十
五
条
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
六
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
十
一
条
の
二
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
七
十
二
条
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外

一
二

（
規
則
）

　

十　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
準
用
）　

第
七
十
三
条
の
二　

第
十
三
条
の
三
及
び
第
四
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者

　

生
活
介
護
の
事
業
に
お
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十

　

の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第

　

一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業

　

者
」
と
、
第
四
十
八
条
の
二
中
「
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
九
条
に
お
い

　

て
準
用
す
る
条
例
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
短
期
入

　

所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
七
十
七
条
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十
一　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
七
十
九
条
中
「
第
七
十
一
条
及
び
」
を
「
第
十
三
条
の
三
、
第
四
十
八
条
の
二
、
第
七
十
一
条
及
び
」

に
改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号

中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
従
業
者
」
と
、
第
四

十
八
条
の
二
中
「
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条

例
第
百
四
十
一
条
の
二
第
二
項
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業

者
」
と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
八
十
二
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

七　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
八
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
感
染
症
等
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
八
十
二
条
の
二　

条
例
第
二
百
四
十
七
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す

　

る
。

　

一　

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め

　
　

の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

　
　

る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
福
祉
用
具
専
門

　
　

相
談
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
け
る
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め

　
　

の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
お
い
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
対
し
、
感
染
症

　
　

の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

第
八
十
四
条
中
「
第
十
一
条
の
二
」
の
下
に
「
及
び
第
十
三
条
の
三
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
」
を

「
第
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
「
条
例
第
五
十
二
条
の
二
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
三
中

「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の

二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
八
十
六
条
中
「
第
十
一
条
の
二
、
」
を
「
第
十
一
条
の
二
、
第
十
三
条
の
三
、
」
に
改
め
、
「
条
例
第

五
十
二
条
の
二
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
介
護
予

防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
」
を
、
「
条
例
第
二
百
四
十
四

条
」
と
」
の
下
に
「
、
第
八
十
二
条
の
二
中
「
第
二
百
四
十
七
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
五
十
五

条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
百
四
十
七
条
第
六
項
」
と
」
を
加
え
る
。

　

第
九
十
条
中
「
第
十
一
条
の
二
及
び
」
を
「
第
十
一
条
の
二
、
第
十
三
条
の
二
、
第
十
三
条
の
三
及
び
」

に
改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
」
と
」
を
、
「
条
例
第
五
十
二
条
の
二
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
三

条
の
二
中
「
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五

十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
、
第
十
三
条
の
三
中
「
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
四

条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
五
十
六
条
の
十
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正

規
定
、
第
十
七
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
九
条
の
次
に
一
条

を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
四
十
一
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
八
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
四

十
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
五
十
五
条
の
二
、
第
五
十
七
条
及
び
第
六
十
二
条
の
改
正
規

定
、
第
七
十
三
条
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
七
十
九
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
二
条
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
並
び
に
第
八
十
四
条
、
第
八
十
六
条
及
び
第
九
十
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
十
九
号
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介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規

　
　
　
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

介
護
医
療
院
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
三

十
年
大
分
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条　

削
除

　

第
五
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
三

十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ

ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
二
条
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
十
三
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
研
修
」
の
下
に
「
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
訓
練
」
を
加
え
る
。

　

第
十
四
条
第
三
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
虐
待
の
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
四
条
の
二　

条
例
第
三
十
九
条
の
二
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。

　

一　

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置

　
　

等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

　
　

に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

二　

当
該
介
護
医
療
院
に
お
け
る
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

三　

当
該
介
護
医
療
院
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修

　
　

を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

　

第
十
六
条
第
三
項
第
二
号
イ
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第

三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
第
一
号
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
九
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九　

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

　

第
二
十
条
中
「
条
例
第
三
十
九
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
二
中
「
第
三
十
九
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
九
条
の
二
」
と
」
を
加
え
る
。

　

附
則
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十

一
日
」
に
改
め
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６　

病
床
を
有
す
る
診
療
所
の
開
設
者
が
、
当
該
診
療
所
の
病
床
を
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

　

転
換
を
行
っ
て
介
護
医
療
院
を
開
設
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
介
護
医
療
院
の
浴
室
に
つ
い
て
は
、
第
四

　

条
第
三
号
ロ
及
び
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
築
、
増
築
又
は
全
面
的
な
改

　

築
の
工
事
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適

　

し
た
設
備
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
十
三
条
第
三
号
の
改
正
規
定
、
第
十
四
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及

び
第
二
十
条
の
改
正
規
定
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


